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＜連絡事項＞

・面会・外出外泊制限のお知らせを家族に郵送しますので、早急に封筒の準備を進めて下さい。
＜患者様連絡事項＞

・金　留示子様～スタッフ付き添いで自宅・市役所へ外出しています。保険証と限度額認定証の発行行い、自宅から私物持参しています。墓参りの道具を持参しており、預かりとしています。
・坂本　のり子様～14：00わくわくの郷相談員来院し、本人と面談。生活状況と、受診時の服薬についてお伝えしている。
・会津　慮子様～16：00から介護支援専門員　工藤氏来院し、聞き取り調査実施。現在申し込んでいる施設は、寝たきりを対象としている為、本人は対象外となると説明あり。系列施設のグリーンハイツに空きがあり、本人の年金での入居が可能である為、工藤氏からご家族へ連絡して下さるとの事。
・松谷　さと子様～ヒアルロン酸点眼液2本処方となっている。

＜要注目患者様＞
・竹洞　総子様～自宅へ電話しお母様から拒絶する発言があったことを持ち出し、「いえに荷物取りに行くのも嫌だ」と訴える事はありますが、悲観的な発言はありません。歯痛の訴え聞かれ頓服使用していますが、歯科受診の希望聞かれています。主治医への相談を促しには応じていますが、自宅への外出を迷う発言多く聞かれており、担当者と家族介入について相談するよう説明しています。また、主治医の診察や服薬変更となったことについて、昨日から繰り返し説明していますが、すぐに忘れてしまう様子が見られ同じ質問を繰り返しています。都度対応には穏やかです。
・久保　興介様～午後より表情の硬さ見られ、同室者に対して性的発言をしたり、臥床している傍で放歌や話しかけ等の嫌がらせ行為みられています。介入にも「スタッフから殺したいほどの事をされた」と話し、結婚した事実を自分に事前相談が無かったと訴えています。本人への説明にて聞き入れは出来ていますが、同室者への迷惑行為は介入にもやめる事ができず苦情聞かれています。
・四戸　水晶様～午後より頭痛を訴え頓服使用していますが、プログラムには拒否なく参加しています。頭痛は自制内との事で対応は穏やかです。
・吉田　和真様～眩暈の訴えがあり、本日からベタヒスチンメシル3錠　3×毎食後服用しています。体調確認には服薬後も眩暈の状況は変らないと話されています。レストランやプログラム移動時にはエレベーターを使用するよう促しています。
＜安ヶ平Ｄｒ診察情報＞

・長谷川　陽一様～先週から普通食に食事変更している。間食の量は現状維持するよう説明。苛々する事はないが、夜間の早朝覚醒あり。睡眠状況を見ながら、薬剤調整検討していく。日中の眠気もあり、毎食後のセパゾン（2）3錠をロラゼパム（0.5）3錠に変更。
・出河　攻様～昨日銀行に行き、税金の支払いを済ませてきたと報告。スムーズに手続き完了したとの事。今後は佐々木泌尿器科受診を検討していく。

・中川原　義雄様～眠剤変更後も睡眠状況には変更なし。早朝覚醒は薬剤変更前から見られていた。作業療法では計算を行っているが、本人は計算は分からないと話す。上腹部痛がたまにあると話しているが、レバミピド服用中の為、頓服使用にて様子観察とする。 フェルビナクスチック2本処方。
＜馬渡Dr患者様情報＞
・戸賀沢　潔様～1週間の振り返りには、「携帯電話を借りようとした。病棟で電話代をくれないから」と訴える。内服の変更なし。
・伊藤　雄一様～バイタルサインは安定しており、内服変更なく1週間分処方。
＜皮膚科診察＞
・竹洞　総子様～新規診察。右手掌の発赤・落屑みられる。白癬の診断にてテルビナフィンクリーム1本処方。
・長谷川　陽一様～腰部と右肘の疣の疼痛訴えあり。肘に関しては、発赤見られている事から、ゲンタマイシン軟膏処方となる。
・松谷　さと子様～新規診察。右趾間の掻痒感訴えあり、発赤・落屑みられる。白癬の診断にてテルビナフィンクリーム1本処方となる。
他処置変更なし
